
 
 

 

 

 



 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈考察〉 

「よく当てはまる」「当てはまる」を肯定率とした場合、70％未満の項目は1項目（保護者:

⑪体力作り）のみで、よい評価をいただいています。特に児童の「よく当てはまる」とつけ

ている割合が昨年度も大きく伸びていたのですが、今年度も更に伸びています。 

 

１ 児童、保護者の肯定率が９０％以上の項目（◎は今年度、新たに伸びた項目） 

 ・①学校に行くのが楽しい。 ・②授業がよくわかる。（◎） 

・④人に聞いたり、本を読んだり、動いたりする学び。 

・⑤いろいろな友達と仲よく遊んでいる。（◎） 

 ・⑥豊かな心を育てる。   ・⑨学校のきまりを守っている。（◎） 

 ・⑩交通安全に気を付けている。（◎） 

 → 「学校に行くのが楽しい」と思っていただくことが何よりのことです。また、「授業

わかる」「家庭学習を進んでしている」児童の割合が伸びています。様々な学びを通し

て、豊かな心が育ってきていると感じます。 

 

２ 保護者の肯定率が８０％未満の項目 

  ・③家庭学習の習慣 ・⑦挨拶 ・⑪体力作り   

  児童の肯定率８０％未満の項目はありませんでした。 

 → ８０％未満の項目は減っていますが、③、⑦、⑪に関しては例年、低い傾向にありま

す。③は家庭でのこともあり厳しめにつけられているとも感じます。学校としては御家

庭の教育で助けられていることも多々ありますので、引き続き協力して子どもたちを育

てていきたいものです。⑦の挨拶はまだまだの部分もありますが、児童会や朝の交通指

導で呼び掛けています。やらされる挨拶でなく自発的にできるように長い目で見守って

いきたいと思います。⑪の体力作りに関しては熱中症対策で外での遊びが減ってきてい

ることもあるかと思います。昨年度から「スポーツに親しむ」ことを目的としたスポー

ツクラブの実施等、体を動かす機会を徐々に増やしています。 

 

３ 教職員に関しては肯定率が８０％未満の項目はありませんでしたが、「よく当てはま

る」の割合が増えていくよう、引き続き取り組んでいきます。 

 


